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3. ヒートポンプニットの電気工事

●●ヒートポンプ電源線を端子台へ差し込み後、ヒートポンプ電源線を1本ずつ引っぱり、端子台か
ら抜けないことを確認してください。

�ª�»�w �Ù�  �ï�Ä

1 	ヒートポンプ電源線とアース線を接続する。

①	端子台カバーをはずします。

②	ヒートポンプ電源線の被膜を図のようにむきます。

③	PF管（φ22）へ通した、ヒートポンプ電源線と端
子台の色を合わせ、のぞき窓で確認しながら端子台
のそれぞれの挿入口よりまっすぐ差し込みます。

④	アース線をアース端子に接続します。
締付トルク：1.4±0.3N・m(14±3kgf・cm）

⑤	ヒートポンプ電源線（PF管）とアース線を端子台カ
バーで固定し、さらに既設のクランプで固定します。
•• ヒートポンプ配管の接続口（B側）は90℃以上の高
温になりますので、配線の際にヒートポンプ電源線
およびアース線がヒートポンプ配管の接続口（B側）
に触れないようにクランプで固定してください。
•• 水抜きの際など、PF管内に水が入らないように、配線し
たPF管の端子側の端がヒートポンプ配管の接続口（B側）
より上になるように固定してください。

お願い

•	必ず指定の電源線を使用し、色を合わせて接続してください。●
接続を間違えると基板が故障するおそれがあります。
•	ヒートポンプ電源線を端子台へ差し込み後、ヒートポンプ
電源線を1本ずつ引っぱり、ヒートポンプ端子台から抜けな
いことを確認してください。

ヒートポンプ電源線の取りはずし方法

●●ドライバーなどでヒートポンプ端子台のロックボタンを
押した状態でヒートポンプ電源線3本を一緒に引き抜きま
す。
※ヒートポンプ電源線を取りはずした後、ヒートポンプ端子台の
ロックボタンが元に戻っていることを確認してください。
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4. 貯湯ユニットのパテ工事

●●貯湯ユニット内部への塩分の侵入を防ぐため、必要に応じて、ヒートポンプ電源線、200V電源線、リモコンコー
ドの各取入口の隙間をパテで埋めてください。
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試運転まえのお願い
点検
5
●●お客様立会いで試運転を実施し、初期設定項目の確認を行ってください。
●●試運転の途中、各配管に漏れがないことを確認してください。

1.タンクを満水にする

3.漏電ブレーカーの点検をする 4.給湯・給水配管のエア
抜きと流量確認

2.エア抜きをする

6.B側接続口の表面温度
　の上昇を確認する

5.試運転をする

●●ヒートポンプ配管止水栓と給水専用止水栓の開栓を確認してください。
●●貯湯ユニットとヒートポンプユニットに給水してから試運転を行ってください。
●●給水後、各部ストレーナの点検・清掃を行ってください。
●●試運転時、貯湯ユニットのB側接続口の表面温度が上昇していることを確認してください。

施工のポイント【重要】
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試運転
点検
5

1. タンクを満水にする

1 	タンクに給水する。

①	上逃がし弁を開き、ヒートポンプ配管止水
栓および給水専用止水栓を開きます。

②	排水三方弁レバーを「通常側（閉）」にします。

2 	数分間給水したら、給水口ストレーナのゴ
ミつまり点検と清掃をする。

①	�給水専用止水栓を閉じます。

②	�給水口ストレーナをはずし、ゴミつまりを
点検・清掃します。
•• 部品に水がかからないように水を受けてくださ
い。

③	給水口ストレーナを取り付けます。

3 	タンクを満水にする。

①	給水専用止水栓を開きます。

②	�排水口から水が勢い良く出てきたら上逃が
し弁を閉じます。
•• 満水までの目安は30分です。

③	給水配管に水漏れがないことを確認します。

2. ヒートポンプユニットのエア抜きをする

1 	ヒートポンプユニットに給水する。

①熱交水抜き栓を開きます。
•• 2分以上エアが十分抜けるまで行ってくださ
い。

②B側水抜き栓を開きます。

	 ※A側水抜き栓は開かないでください。

③エアが十分抜けたら、熱交・B側水抜き栓を
閉じます。

お願い

•	水抜き栓をはずした場合、これを取り付けるときにはゴミ
などがかみ込まないように気をつけてください。

ヒートポンプ配管
止水栓

排水口

給水専用止水栓

給水口
ストレーナ

上逃がし弁

閉じる

開く

開く

排水側

通常側(閉)

※高性能タイプのイラストで説明しています。

(B)

(A)

A側水抜き栓
熱交水抜き栓

※開かないでください。

開く 閉じる

栓の開閉方向
B側水抜き栓
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2 	HPストレーナのゴミつまり点検と清掃をする。

①	給水専用止水栓およびヒートポンプ配管止
水栓を閉じます。

②	上逃がし弁を開閉し、タンクの圧力を逃し
ます。

③	HPストレーナをはずし、ゴミつまりを点検・
清掃します。

④	HPストレーナを取り付けます。

⑤	給水専用止水栓およびヒートポンプ配管止
水栓を開きます。

3. 漏電ブレーカーの点検をする

1 	漏電ブレーカーの動作点検をする。

①	AC200V電源ブレーカーおよび漏電ブレー
カーを「ON」にします。
•• 機器の動作確認のため、水（お湯）が少量排水
されることがあります。

②	漏電ブレーカーのテストボタンを押し、レ
バーが「OFF」になること（正常動作）を
確認します。

③	確認が終わったら電源レバーを「ON」にし
ます。

4. 給湯・給水配管のエア抜きと流量確認

1 	各湯水混合栓をお湯側・水側にして開く。

①	エアが抜けて水（湯）が十分出てきたら止
めます。

2 	各湯水混合栓をお湯側・水側から勢いよく
水（湯）が出るか確認する。

〈ストレーナ挿入部の断面図〉
Ａ側水抜き栓

Oリング

HPストレーナ

HPストレーナ

A側水抜き栓

A側水抜き栓取付面よ
り入り込んでいること
を確認してください

漏電ブレーカー
ON

OFF

電源レバー
テストボタン

湯 水

試運転
点検
5
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5. 試運転ガイドをする

●●電源を投入し、［メニュー決定］スイッチを押すと試運転ガイドが始まります。指示に従い試運転を完了させて
ください。試運転ガイド所要時間は約40分です。
●●試運転時はふろ湯量の設定を減らさないでください。

台所リモコン

1 	おふろに残り水がないことを確認し、おふろの排水栓を閉じる。

2 	試運転ガイドをスタートさせる。

3 	設定コードは設定されているため「しない」を選ぶ。
（設定コード：リモコンの設定値や学習値など表すコード）

4 	日時設定をする。

設定しました

［▲］［▼］で値を切り替え、
［　］［　］で年・月・日・時・分を
切り替える。
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5 	電話番号設定と電力設定をする。

設定しました

設定しました

［▲］［▼］で値を切り替え、
［　］［　］で桁を切り替える。

［▲］［▼］で設定を切り替える。
〈設定範囲「1」～「10」〉

●●ご契約内容が電力設定の「1」～「9」にない場合は、電力設定の「10」を選んでください。（→45 ページ）

＜設定番号と電力料金プラン一覧＞

電力会社 電力料金プラン 深夜時間 設定 電力会社 電力料金プラン 深夜時間 設定

北海道電力

ドリーム8 22:00 ～ 6:00 7

中部電力

タイムプラン 23:00 ～ 7:00 1
ドリーム8 23:00 ～ 6:00 1 Eライフプラン 23:00 ～ 7:00 4
ドリーム8 24:00 ～ 8:00 8 ピークシフト電灯 23:00 ～ 7:00 1
ドリーム8エコ 22:00 ～ 6:00 7 スマートライフプラン 22:00 ～ 8:00 8
ドリーム8エコ 23:00 ～ 7:00 6 スマートライフプラン（朝とく） 23:00 ～ 9:00 8
ドリーム8エコ 24:00 ～ 8:00 8 スマートライフプラン（夜とく） 21:00 ～ 7:00 3
ｅタイム3 22:00 ～ 8:00 9 北陸電力 くつろぎナイト12 20:00 ～ 8:00 8
ｅタイム3［Sプラン］ 22:00 ～ 8:00 9

関西電力

時間帯別電灯 23:00 ～ 7:00 1

東北電力

よりそう+シーズン＆タイム 22:00 ～ 8:00 8 はぴeタイム 23:00 ～ 7:00 3
よりそう+ナイト12 21:00 ～ 9:00 2 季節別電灯PS 23:00 ～ 7:00 1
よりそう+ナイト＆ホリデー 22:00 ～ 8:00 8 eスマート10 22:00 ～ 8:00 8
よりそう+ナイト8 23:00 ～ 7:00 1 中国電力 電化Styleコース 21:00 ～ 9:00 8
よりそう+ナイト10 22:00 ～ 8:00 2

四国電力
スマートeプラン[タイプL+] 23:00 ～ 9:00 8

よりそう+ナイトS 22:00 ～ 8:00 2 スマートeプラン[タイプH+] 23:00 ～ 9:00 8
よりそう+サマーセーブ 23:00 ～ 7:00 1

九州電力

時間帯別電灯 22:00 ～ 8:00 2

東京電力

スマートライフプラン 1:00 ～ 6:00 7 季時別電灯 22:00 ～ 8:00 2
夜トクプラン（夜トク8） 23:00 ～ 7:00 1 ピークシフト電灯 22:00 ～ 8:00 2
夜トクプラン（夜トク12） 21:00 ～ 9:00 8 電化でナイト・セレクト21 21:00 ～ 7:00 1

電化でナイト・セレクト22 22:00 ～ 8:00 2
電化でナイト・セレクト23 23:00 ～ 9:00 2

沖縄電力
時間帯別電灯 23:00 ～ 7:00 1
Eeらいふ 23:00 ～ 7:00 3

2016年8月時点

試運転
点検
5



45

点
　
検

電力設定「10」を設定する場合

●●ご契約内容が電力設定の「1」～「9」にない場合、電力設定の「10」を選ぶと、ご契約内容に合わせて自由
に電力設定ができます。

①	電力設定で「10」を選ぶ。

②	 で「優先」を選び、 を押す。

●[戻る ] を選ぶと、ひとつ前の画面に戻ります。

③	 で「沸き上げ優先時間帯」と「加熱能力」を設定し、 を押す。

設定しました

＜設定範囲＞
　開始時刻：20～1時
　終了時刻：4～9時
　加熱能力：低、標準、高

［▲］［▼］で値を切り替え、
［　］［　］で設定を切り替える。

④	同様に「禁止（A、B）」と「その他」の設定をする。

［▲］［▼］で値を切り替え、
［　］［　］で項目を切り替える。

＜禁止設定画面＞ ＜その他設定画面＞

＜設定範囲＞
　禁止時間帯：あり、なし
　開始時刻：0～23時
　終了時刻：0～23時

＜設定範囲＞
　低、標準、高

●「優先」と「禁止（A、B）」
の設定時間が重複して
いる場合は、「優先」の設
定時間が優先されます。

⑤	 で「設定」を選び、 を押す。

設定しました

●[ 戻る ] を選ぶと、
　ひとつ前の画面に戻ります。

●設定が反映されます。
　なお、本操作をするまで設定は反映されません。
●[メニュー決定 ]を押すか、30秒経過すると、
　通常表示に戻ります。
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電力設定「10」について

●●ご契約内容が電力設定の「1」～「9」にない場合、電力設定の「10」を選ぶと、沸き上げの「時間帯」や「加
熱能力」を個別に設定できます。ご契約内容に合わせて設定をしてください。

時間帯 内　容

優先

優先してお湯を沸き上げる時間帯と能力（加熱能力）が設定できます。
＜沸き上げ優先時間帯＞
　開始時刻 は20 ～ 1時、終了時刻 は4 ～ 9時の範囲で設定できます。
　設定によっては、その他時間帯での沸き上げが増える場合があります。
＜加熱能力＞
　加熱能力が高いほど、電気を多く消費しますが短い時間で沸き上げることができます。
　加熱能力の設定範囲はご使用の機種により異なります。
　[高性能タイプ]
　 加熱能力は、「低」、「標準」、「高」から選択できます。
　 （加熱能力の設定を「高」にすると、ヒートポンプユニットの運転音が大きくなることがあります）
　[標準タイプ]
　 加熱能力は、「低」、「標準」から選択できます。
　 （標準タイプで「高」を選択した場合、「標準」と同等の能力で運転します）

※加熱能力は設定した沸き上げ優先時間帯すべてで有効になりますが、沸き上げは主として23時以降になります。

禁止 A、B
お湯を沸き上げたくない時間帯が設定できます。
沸き上げ禁止時間帯は、0 ～ 23時の範囲で設定できます。
沸き上げ禁止時間帯が長いと、お湯が少なくなったときなどに、必要な量のお湯を沸き上げられない場合がありま
すのでご注意ください。

その他

「優先」、「禁止」以外の時間帯に、沸き上げる能力（加熱能力）が設定できます。
加熱能力が高いほど、電気を多く消費しますが短い時間で沸き上げることができます。
加熱能力の設定範囲はご使用の機種により異なります。
[高性能タイプ]
 加熱能力は、「低」、「標準」、「高」から選択できます。
 （加熱能力の設定を「高」にすると、ヒートポンプユニットの運転音が大きくなることがあります）
[標準タイプ]
 加熱能力は、「低」、「標準」から選択できます。
 （標準タイプで「高」を選択した場合、「標準」と同等の能力で運転します）

 

試運転
点検
5
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6 	エア抜き運転をする。

設定しました

［▲］を押し、「する」を選ぶ。

●エア抜き作業の所用時間は約10分です。

●エア抜き作業が終わるまでは、スイッチ操作をしないでください。
　途中で［決定］スイッチを押すとエア抜き運転が十分に行われません。

●エア抜きが完了すると、ヒートポンプユニットが運転を開始します。

7 	湯張り試運転と湯増し（配管確認）をする。

設定しました

［▲］を押し、「する」を選ぶ。

●湯張り試運転の所用時間は約20分です。

●試運転が終わるまでは、スイッチ操作をしないでください。
　途中で［決定］スイッチを押すと試運転が正常に行われません。

8 	試運転完了。

通常表示
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完了しなかった時や再度試運転ガイドを行う場合

●●台所リモコンまたは浴室リモコンから「特別モード」を起動させ、「試運転ガイド」をスタートさせてください。
スタート後は43 ページの手順3から作業をしてください。

台所リモコン 浴室リモコン

1 	特別モードを起動し、試運転ガイドをスタートさせる。

を同時に5秒以上長押しし、特別モードを起動する。

を同時に5秒以上長押しし、特別モードを起動する。

3秒後

［▲］を押し、「試運転ガイド」
を選ぶ。

［▲］を押し、「する」を選ぶ。

＜台所リモコン＞

＜浴室リモコン＞

試運転
点検
5
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6. リモコンの通話機能を確認する

1 	台所リモコンと浴室リモコンの通話機能を確認する。

①	 を押して、通話を開始します。

②	 を押して、送話と受話を切り替えます。

③	 を押して、通話を終了します。

台所リモコン

浴室リモコン
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凍結予防
点検
5

1. 排水のしかた

●●据付完了後からお客様へ引き渡すまでの期間が長い場合や冬期で凍結のおそれのある場合は、貯湯ユニット内
およびヒートポンプユニット内の水を必ず排水してください。

1 	ヒートポンプユニットの運転を止める。

①	 を押して を押します。

②	 で「湯増し休止」を選び、 を押

します。

③	 で「入」を選び、 を押します。

2 	貯湯ユニットを水抜きモードにする。

①	 を押します。

②	 で「次へ」を選び、 を押します。

③	 で「諸設定1」を選び、 を押します。

④	 で「水抜き」を選び、 を押します。

⑤	 で「する」を選び、 を押します。

••「水抜きモード中」が表示されます。

3 	貯湯ユニット内のお湯を水にする。

①	湯水混合栓を開き、お湯を出して貯湯ユニッ
ト内を水の状態にします。

②	お湯が出なくなったら、湯水混合栓を閉じ
ます。

4 	 浴槽の排水栓を抜く。

台所リモコン

湯水混合栓
湯

浴槽の水を排水する
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5 	 貯湯ユニットへの給水を止める。

①	給水専用止水栓を閉じます。

6 	 機器内部の水を排水する。

①	漏電ブレーカーの電源レバーを「OFF」に
します。

②	貯湯ユニットの上逃がし弁を開きます。

③	排水三方弁を排水側（右）に回して排水し
ます。
•• 排水が終わるまでに50～60分かかります。

④	ヒートポンプユニットの熱交水抜き栓を開
き、次にA側およびB側の水抜き栓（2ヵ所）
を開きます。（開放のままにする）
•• ヒートポンプユニットの排水は約20分で終了
します。

⑤	貯湯ユニットの水抜き栓（8ヵ所）を開き、
排水三方弁を非常取水側（左）に回して排
水します。
※	配管の途中に水抜き栓が設けられている
場合は同様に開いてください。

7 	排水栓および逃がし弁を閉じる。

①	�排水が終了したら、すべての水抜き栓を閉
じて、排水三方弁を通常側（閉）に戻します。

②	逃がし弁を閉じます。

給水専用止水栓

水抜き栓

貯湯ユニット

ヒートポンプユニット (B)

(A)

A側水抜き栓
熱交水抜き栓

非常取水側

通常側（閉）

排水側

排水三方弁

開く 閉じる

栓の開閉方向

B側水抜き栓

上逃がし弁

閉じる

開く

※高性能タイプのイラストで説明しています。
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お客様への説明
点検
5

取扱説明書を使用して、正しい使い方をお客様に説明してください。特に以下については十分説明してください。
●●「安全上のご注意」の項目は、安全に関する重要な注意事項を記載していますので必ず守るようご説明ください。
●●家屋側のAC200V電源ブレーカーの取付位置と操作方法を説明してください。
●●給水専用止水栓の取付位置と開閉つまみの操作方法を説明してください。
●●非常用取水栓の使い方を説明してください。
●●設定項目を、お客様と相談し適切に設定してください。（運転モード、ふろ温度、ふろ湯量、給湯温度など）特に、
お買い上げ時の運転モードの設定は、省エネモードの「おまかせ省エネ」になっていますので、取扱説明書の「お
湯の沸き上げかたを選ぶ」の内容を説明してください。
●●「お手入れと点検」の項目については、機器で具体的に説明してください。なお、本機器は給水用具（逆流防止装置）
を内蔵しております。機器を安全・快適にお使いいただくために、（社）日本水道協会発行の給水用具の維持管
理指針に示されている定期点検（有料）の実施をおすすめします。時期は4 ～ 6年に1回程度をおすすめします。
●●「凍結のおそれがあるとき」の項目について、機器で具体的に説明してください。
●●リフォームなどで浴槽を交換された場合は、湯張り試運転を再度行う必要がありますので、お買い上げの販売
店へ連絡くださるよう説明してください。
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施工後のチェック
点検
5

●●据付工事完了後、下記にあげた項目をお客様と確認してください。
□□貯湯ユニットの基礎寸法（独立基礎）は守られていますか。
□□貯湯ユニットの脚部がアンカーボルトで固定されていますか。また、指定のアンカーボルトが使用され
ていますか。（M12埋込み深さ50mmのアンカーボルト、2階以上はM16埋込み深さ85mmの接着系
アンカーボルトを使用）
□□貯湯ユニットは丸ワッシャー（φ43mm×t4.5mm）を使用して基礎に固定されていますか。
（2階以上に設置する場合は角ワッシャー52mm×52mm×t4.5mmです）
□□基礎端面からアンカーボルト中心まで85mm以上確保されていますか。
（独立基礎に据え付けている場合は、本工事説明書の記載に従って据え付けてください）
□□貯湯ユニットの前脚は前方の長穴を使用して、後脚は後方の長穴を使用して基礎に固定されていますか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付

お客様立ち会いのもと確認する項目

●●各工事完了後、下記にあげた項目をチェックし、不具合がないか確認してください。

■■据付環境
□□水道水を使用していますか。（温泉水・井戸水は使用不可）
□□ヒートポンプユニットを屋内に設置していませんか。
□□寝室や近所の迷惑になる場所、冷風が直接動植物に当たる場所にヒートポンプユニットを据え付けていませ
んか。
□□各ユニットを可燃性ガスや引火物の近くに設置していませんか。
□□一般地向け機種を塩害地・寒冷地に据え付けていませんか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付

■■据付状態
□□ヒートポンプユニットの据付制約（特に背面および左側面の100mm以上）は守られていますか。
□□各ユニットのメンテナンススペースは確保されていますか。
□□積雪地域にヒートポンプユニットを据え付ける場合は架台や防雪屋根などの対策をしていますか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付
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■	配管工事
□□給水配管に専用の止水栓が取り付けられていますか。
□□ヒートポンプ配管は95℃耐熱以上、内径10mmですか。また、A・B側の接続位置は合っていますか。
□□配管はペアチューブでなく独立した配管となっていますか。
□□貯湯ユニットの排水ホッパ、トラップおよび排水管は90℃耐熱以上の材料を使用していますか。
□□ふろ循環口は指定品を使用していますか。また、取付位置は中心で浴槽底部から100～ 150mmですか。
□□ふろ配管はふろ循環口よりも低く配管されていますか。
□□配管に埋設部がある場合は埋設部にも保温材がありますか。
□□耐熱性樹脂管の管部が直射日光にさらされませんか。
□□各配管につぶれや折れ曲がりはありませんか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付

■	電気工事
□□電源は単相AC200Vですか。
□□電源ブレーカーは付いていますか。また、電流容量は20Aですか。
□□電源線は3.5mm2キャブタイヤケーブルまたはφ2.0VV線、ヒートポンプ電源線はφ2.0（3芯）VVF線で
すか。
□□電源端子の締付け、挿入、かしめ部分は電線を引張って固定が確実なことを確認しましたか。
□□貯湯ユニットおよびヒートポンプユニットのアース工事はD種接地工事となっていますか。
□□リモコンコードはＹ字分岐等せず１つのリモコンに対し、１本のリモコンコードを使用していますか。
□□貯湯ユニット内の凍結防止ヒーターとリモコンコードは100mm以上離れていますか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付

■	完成検査・引渡し
□□貯湯ユニットを満水にしてヒートポンプユニットのエア抜きをしましたか。
□□各配管からの水漏れはないですか。
□□ヒートポンプユニットの沸き上げ、湯張り試運転は正常に行われましたか。	 ●
（貯湯ユニット側のＢ配管接続部が熱くなりましたか。＜火傷に注意＞）
□□各水栓のエア抜き（水／湯側）はしましたか。湯は十分出ましたか。
□□給水接続口およびヒートポンプユニットのストレーナの清掃をしましたか。
□□台所リモコンと浴室リモコンのインターホン機能は確認しましたか。
□□運転中にビビリ音の発生はありませんか。
□□電源は原則「入」のままにしてください。お客様の使用開始が遅いなどの理由で電源を切る場合は「排水の
しかた」（→50 ページ）の項目を参照し水抜きを実施してください。
□□お客様への取り扱い説明、リモコンの各種設定を実施しましたか。

据付工事店様記入
据付工事店名 電話番号
担当者名 日付

施工後のチェック
点検
5
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エラーコード一覧表
点検
5

1. 貯湯ユニット関係
エラー
コード

異常内容 検出
タイミング 主な原因 HP

運転 給湯 ふろ
湯張り 備　　考

名称 状況
E01 缶体サーミスタ1異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E02 缶体サーミスタ2異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E03 缶体サーミスタ3異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E04 缶体サーミスタ4異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E05 缶体サーミスタ5異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E06 缶体サーミスタ6異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E07 缶体サーミスタ7異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ◯ ・	代替値運転
E09 追いだき1次サーミスタ（Th1o）異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ○ ○ ○ ・	代替値運転

E10 給湯サーミスタ（Ths）異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ × ◯
・	�給湯温調を水100％固定
・	�優先スイッチ受付禁止
・	�給湯温度変更禁止

E11 追いだきサーミスタ（Tho）異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ○ ○ × ・	ふろ関連停止

E12 給湯高温異常 60秒以上、
給湯が異常高温 出湯時 ・	給湯ミキシング弁

・	給湯サーミスタ × × ×
・	給湯温調を水100％固定
・	給湯温度設定固定
・	�ふろ関連／ HP運転停止 

（やけど警告あり）

E14 ホッパー異常 4分以上、正常作動せず 常時 ・	ホッパー、配線
・	断水 ◯ ◯ × ・	�ふろ関連停止 

（ふろ関連再操作可）
E15 ふろ循環サーミスタ（Tbc）異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ × ・	ふろ関連停止

E16 湯張り高温異常 30秒以上、
湯張り異常高温 ふろ運転時

・	ふろミキシング弁
・	ふろ循環サーミスタ
・	ふろ配管つまり

◯ ◯ × ・	ふろ関連停止

E17 凍結防止ヒーター異常 ヒーターリレー
溶着・断線 常時 ・	ヒーター、配線 ◯ ◯ ◯ ・	ヒーター停止

・	寒冷地のみ

E19 凍結予防サーミスタ異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、  配線 ◯ ◯ ◯ ・	運転継続
・	寒冷地のみ

E20 水位センサ異常 水位検知データ異常 ふろ運転時
・	水位センサ
・	�ふろ配管の 

エアかみ込み
・	ふろ配管つまり

◯ ◯ ◯ ・	�自動たし湯せず 
（リモコン非表示）

E22 フロースイッチ短絡 短絡または作動せず ふろ運転時
・	フロースイッチ
	（ホッパー）
・	配線

◯ ◯ × ・	ふろ関連停止

E23 フロースイッチ断線 断線または作動せず ふろ運転時
・	フロースイッチ
	（ホッパー）
・	配線

◯ ◯ × ・	�ふろ関連停止 
（リモコン非表示）

E24 給湯ミキシング弁異常 基準点に復帰しない 復帰時 ・	�給湯ミキシング弁
・	配線 ◯ ◯ ◯ ・	�（リモコン非表示）

E25 ふろミキシング弁異常 基準点に復帰しない 復帰時 ・	�ふろミキシング弁
・	配線 ◯ ◯ × ・	ふろ関連停止

E27 HP ECUとの通信異常 2分間通信できず 常時 ・	HP電源線 × ◯ ◯ ・	待機状態（自動復帰）
E29
※1 浴室リモコンとの通信異常 4分30秒間通信できず 常時※1 ・	浴室リモコン

・	リモコンコード ◯ ◯ ◯ ・	待機状態（自動復帰）

E30 台所リモコンとの通信異常 4分30秒間通信できず 常時 ・	台所リモコン
・	リモコンコード ◯ ◯ ◯ ・	ふろ予約解除（自動復帰）

E31 沸き上げ温度  低温異常
2時間以上、

HP運転しても
貯湯温度が上がらず

HP運転時
・	HP配管つまり
・	HP配管誤接続
・	缶体サーミスタ1
・	配線

× ◯ ◯ ・	HP運転停止

E35 貯湯ECU異常 AD変換異常 電源ON時 ・	貯湯ECU
	（プリント基板） × × × ・	作動停止

E36 沸き上げ温度  高温異常 5秒以上、沸き上げ温度が
異常高温 常時

・	缶体サーミスタ1
・	配線
・	冷凍サイクル

× ◯ ◯ ・	�HP運転停止 
（リトライ実施）

E37 漏水センサー作動 30秒以上、漏水を検知 常時 ・	漏水 ◯ ◯ ◯ ・	�運転継続（表示のみ）

E38 沸き上げ三方弁異常 基準点に復帰しない 作動時 ・	沸き上げ三方弁
・	配線 ○ ○ ○ ・	ほっと回収禁止

E39 追いだき1次ポンプ異常 実回転数が100rpm未満を
30秒間連続検出 作動時 ・	追いだき1次ポンプ ○ ○ ○ ・	�追いだき禁止

・	�ほっと回収禁止
E40 追いだき温度  高温異常 2分以上、異常高温 常時 ・	追いだき2次サーミスタ ◯ ◯ × ・	�ふろ関連停止（リトライ実施）

E41 追いだき温度 低温異常 5分以上、追いだき
温度上がらず 追いだき時

・	�ふろ配管の 
エアかみ込み

・	ふろ循環サーミスタ
・	追いだき2次サーミスタ

◯ ◯ × ・ふろ関連停止

E43 中温水サーミスタ（Tmid）異常 断線・ショート 常時 ・	サーミスタ、  配線 ◯ ◯ ◯ ・代替値運転

E44 中温水ミキシング弁異常 基準点に復帰しない 作動時 ・	�中温水ミキシング弁
・	配線 ◯ ◯ ◯ ・表示のみ

E45 機種不適合 ユニットの組み合わせ
不適合 電源ON時 ・	�HP機種誤選定 ◯ ◯ ◯ ・表示のみ

E46 機種不適合 ユニットの組み合わせ
不適合 電源ON時 ・	�各ユニット機種誤選定 ◯ ◯ ◯ ・表示のみ

E47 機種不適合 ユニットの組み合わせ
不適合 電源ON時 ・	�各ユニット機種誤選定 ◯ ◯ ◯ ・表示のみ

E48 通信仕様不適合 ユニットの組み合わせ
不適合 電源ON時 ・	�各ユニット機種誤選定 × ◯ ◯ ・HP運転停止

E52 ふろポンプ異常 ふろポンプ作動せず ふろポンプ
作動時 ・	�ふろポンプ ◯ ◯ × ・ふろ関連停止

※1	 運転モードを「おまかせ省エネ」に設定している場合は、エラー検出せず。
HP：	ヒートポンプの略

◯：故障時でも作動可
×：故障時作動停止
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2. ヒートポンプユニット関係
エラー
コード 異常内容 検出

タイミング 主な原因 HP
運転

給湯・
ふろ動作 備　　考

H01 冷媒ガス不足 HP運転時 ・	冷媒ガス不足 ○ ◯ ・	リモコン非表示
H03 高圧異常 HP運転時 ・	水循環不良 × ◯ ・	作動停止
H04 冷媒出口サーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ・	代替値にて運転継続
H05 給水サーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 × ◯ ・	作動停止
H06 沸上げサーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 × ◯ ・	作動停止
H07 フロストサーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 △ ◯ ・	代替値にて運転継続 ※1
H08 エバ入口サーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 △ ◯ ・	代替値にて運転継続 ※1
H09 外気温サーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 ◯ ◯ ・	代替値にて運転継続 ※2
H11 吐出温サーミスタ異常 常時 ・	サーミスタ、配線 × ◯ ・	作動停止
H12 エバ入口サーミスタ2異常 常時 ・	サーミスタ、配線 △ ◯ ・	代替値にて運転継続 ※1

H15 ファンモータ異常 ファンモータ作動時 ・	ファンモータ
・	インバータ（ヒューズ） × ◯ ・	作動停止

H16 給水ポンプ異常 給水ポンプ作動時

・	給水ポンプ
・	インバータ（ヒューズ）
・	ヒートポンプ配管止水栓
・	水回路エアかみ込み
・	水回路もれ
・	電源電圧
・	ファンモータ

× ◯ ・	作動停止

H19 冷媒吐出温度異常 HP運転時 ・	冷凍サイクル × ◯ ・	作動停止
H23 ～ H26 コンプレッサ制御系異常 HP運転時 ・	インバータ × ◯ ・	作動停止

H27 異種電源接続異常 HP運転時 ・	電源電圧 × ◯ ・	作動停止

H28・H29 コンプレッサ制御系異常 HP運転時 ・	 コンプレッサ
・	 インバータ × ◯ ・	作動停止

H31 圧力センサ異常 常時 ・	 圧力センサ、配線 × ◯ ・	作動停止

自己診断
コード 異常内容 検出

タイミング 主な原因 HP
運転

給湯・
ふろ動作 備　　考

103 高圧異常検出 HP運転時 ・	水循環不良
・	圧力センサ △ ◯ ・	リトライ動作継続

117 沸上げ温度高温検出 HP運転時 ・	水循環不良
・	水回路エアかみ込み △ ◯ ・	リトライ動作継続

120 沸上げ温度高温検出 HP運転時 ・	 水循環不良 △ ◯ ・	リトライ動作継続

121 沸上げ温度低温検出 HP運転時
・	 水循環不良
・	 水回路もれ
・	 冷凍サイクル異常

△ ◯ ・	リトライ動作継続

※1	 外気温15℃未満のとき、HP運転停止。凍結防止制御のみ作動可。
※2	 平均給水温度から外気温を推定し、代替値にて運転継続。
	 ただし、フロストサーミスタ異常時、HP運転停止。

◯：故障時沸き上げ作動可
×：沸き上げ不可
△：条件により沸き上げ作動可

◯：故障時でも作動可

・	異常によりHP運転停止した場合でも、凍結防止制御を実施。
・	「自己診断コード」は、最初の沸き上げ開始後4時間以内に異常を検出した場合に表示されます。
HP：	ヒートポンプの略

エラーコード一覧表
点検
5



57

点
　
検

3. エラー表示をしたときのリセット方法

①	 を押す。

②	 で「次へ」を選び、 を押す。

③	台所リモコンの場合、 で「諸設定1」を選び、 を押す。

	 浴室リモコンの場合、 で「諸設定」を選び、 を押す。

④	 で「エラーリセット」を選び、 を押す。

⑤	 で「する」を選び、 を押す。

台所リモコン

浴室リモコン

＜台所リモコンの表示＞ ＜浴室リモコンの表示＞
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形式対照表

一般地
標準

（ぐるぐるバブル洗浄あり）

370Lタイプ 460Lタイプ

システム形式
貯湯ユニット
ヒートポンプユニット
台所リモコン
浴室リモコン

STP-375KMZH
ST-375KMZH
SP-456A
SP-DRZ4
SP-FRZ4

STP-467KMZH
ST-467KMZH
SP-607A
SP-DRZ4
SP-FRZ4

高瀬事業所


